Myohorenge-kyo (妙法蓮華経), recently acquired by the Library by 資料管理課特別資料室
は
じ
め
に
　
本
稿
で
紹
介
す
る
『
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
』（
以
下
「
本
書
」）
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
平
成
十
五
年
十
一
月
の
東
京
古
典
会
主
催
「
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
」
に
お
い
て
落
札
し
た
資
料
で
あ
る
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
室
町
時
代
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
古
版
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
下
そ
の
点
を
中
心
に
若
干
の
書
誌
的
考
察
を
試
み
た
い
。
　
﹇
書
誌
﹈
　
　
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
　
　
　
八
巻　
箱
入

請
求
番
号　
ハ
五　
三
七
四
三
（
一
〜
八
）
装
釘　
巻
子
装
、
金
銅
製
軸
頭　
巻
紐
は
八
巻
と
も
欠
失
。
遺
る
六
〇
ミ
リ
長
の
断
片
は
平
打
木
綿
こ
げ
茶
色
組
編
紐
。
楮
斐
交
漉
紙
。
版
面　
紙
高
一
八
三
ミ
リ
。
字
高
一
二
二
ミ
リ
。
行
間
一
二
ミ
リ
。
一
行
一
七
字
。
表
紙　
黄
褐
色
ぼ
た
ん
紋
緞
子
布
地
。
巻
一
は
布
地
が
欠
失
。
見
返
し　
濃
紺
紙
題
簽　
書
題
簽
。
巻
二
、
八
の
み
現
存
。
巻
二
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
」、
巻
八
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
三
」
と
墨
書
。
刊
記　
各
巻
末
に
「
法
華
妙
典
之
板
木
堺
南
庄
石
屋
町
之
住
経
―　　―
新
収
資
料
紹
介
「
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
」
新
収
資
料
紹
介
「
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
」
資
料
管
理
課
特
別
資
料
室
師
屋
有
之
石
部
神
三
良
永
清
」
と
あ
る
。
印
記　
各
巻
末
の
刊
記
の
後
に
「
寳
□
福
有
」「
永
清
」（
朱
印
）
箱　
　
黒
塗
箱
。
全
体
に
窮
屈
で
、
原
箱
と
は
み
な
し
が
た
い
。
蓋
表
に
貼
紙
が
あ
り
刊
記
と
同
じ
文
言
が
墨
書
さ
れ
、
さ
ら
に
「
貞
観
三
年
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他　
全
八
巻
に
わ
た
っ
て
巻
首
部
分
に
虫
損
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
二
の
第
一
六
、
一
七
、
一
八
、
一
九
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
て
い
る
。
内
容
と
構
成
に
つ
い
て
　
「
法
華
経
」
は
大
乗
仏
教
経
典
の
一
つ
で
、
ふ
つ
う
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
し
た
も
の
（
妙
法
蓮
華
経
）
の
こ
と
を
い
う
。
聖
徳
太
子
撰
と
い
わ
れ
る
『
法
華
義
疏
』
な
ど
も
あ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
法
華
経
の
受
容
の
歴
史
は
古
く
、
天
台
宗
お
よ
び
日
蓮
宗
で
は
最
高
経
典
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
　
法
華
経
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
比
較
的
早
く
か
ら
版
行
さ
れ
て
い
た
。
兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（
京
都　
平
楽
寺
書
店　
一
九
五
四
）
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
法
華
経
の
版
本
は
、
鎌
倉
時
代
開
版
の
春
日
版
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
調
巻
は
二
八
品
を
八
巻
に
分
け
る
の
が
わ
が
国
の
通
例
で
あ
る
。
②
全
八
巻
の
う
ち
、
巻
一
に
は
刻
記
が
な
い
が
、
巻
二
か
ら
巻
八
ま
で
巻
頭
の
品
題
の
下
に
二
か
ら
八
の
調
巻
番
号
を
持
つ
。
③
各
巻
巻
末
に
「
妙
法
蓮
華
経
巻
一
―
巻
八
」
の
尾
題
を
刻
記
す
る
。
　
本
書
を
確
認
す
る
と
、
右
の
特
徴
を
す
べ
て
備
え
た
内
容
で
あ
る
。
本
書
各
巻
の
内
容
と
構
成
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
巻
一
（
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一
・
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
）
巻
二
（
妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三
・
妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四
）
巻
三
（
妙
法
蓮
華
経
薬
草
喩
品
第
五
・
妙
法
蓮
華
経
授
記
品
第
六
・
妙
法
蓮
華
経
化
城
喩
品
第
七
）
巻
四
（
妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
・
妙
法
蓮
華
経
授
学
無
学
人
記
品
第
九
・
妙
法
蓮
華
経
法
師
品
第
十
・
妙
法
蓮
―　　―
華
経
見
寳
塔
品
第
十
一
）
巻
五
（
妙
法
蓮
華
経
提
婆
達
多
品
第
十
二
・
妙
法
蓮
華
経
勸
持
品
第
十
三
・
妙
法
蓮
華
経
安
樂
行
品
第
十
四
・
妙
法
蓮
華
経
従
地
涌
出
品
第
十
五
）
巻
六
（
妙
法
蓮
華
経
如
来
壽
量
品
第
十
六
・
妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七
・
妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十
八
・
妙
法
蓮
華
経
法
師
功
徳
品
第
十
九
）
巻
七
（
妙
法
蓮
華
経
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
・
妙
法
蓮
華
経
如
来
神
力
品
第
二
十
一
・
妙
法
蓮
華
経
嘱
累
品
第
二
十
二
・
妙
法
蓮
華
経
藥
王
菩
薩
本
事
品
二
十
三
・
妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
）
巻
八
（
妙
法
蓮
華
経
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
・
妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
・
妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
・
妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
發
品
第
二
十
八
）
紙
数
と
紙
の
長
さ
　
全
八
巻
の
紙
数
と
紙
の
長
さ
は
、
巻
一
（
一
五
紙
）（
六
四
七
一
ミ
リ
）、
巻
二
（
二
一
紙
）（
七
五
一
七
ミ
リ
）、
巻
三
（
一
九
紙
）（
七
〇
八
一
ミ
リ
）、
巻
四
（
一
四
紙
）（
六
二
一
四
ミ
リ
）、
巻
五
（
一
四
紙
）
（
六
七
三
三
）、
巻
六
（
一
七
紙
）（
六
五
八
九
ミ
リ
）、
巻
七
（
一
六
紙
）
（
六
一
八
〇
ミ
リ
）、
巻
八
（
一
三
紙
）（
五
三
五
八
ミ
リ
）
で
あ
る
。
　
各
巻
の
紙
数
は
、
一
三
紙
か
ら
二
一
紙
と
一
定
し
な
い
。
各
巻
の
全
長
は
平
均
で
六
五
一
七．
九
ミ
リ
で
あ
る
。
紙
数
が
一
定
し
な
い
主
た
る
要
因
は
紙
の
長
さ
に
ば
ら
つ
き
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
八
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
長
は
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。（
単
位：
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
巻
一　
六
二
七
、
六
五
六
、
六
三
七
、
一
〇
、
六
五
五
、
六
五
五
、
五
八
〇
、
七
四
、
五
六
四
、
五
四
九
、
一
〇
三
、
九
〇
、
五
四
五
、
一
〇
六
、
六
二
〇
余
巻
二　
六
一
〇
、
四
七
、
五
六
五
、
六
四
、
六
〇
四
、
一
八
、
六
二
五
、
八
、
六
二
〇
、
八
四
、
五
三
五
、
六
七
、
六
五
五
、
五
二
四
、
一
二
六
、
六
五
三
、
四
七
二
、
二
〇
三
、
二
七
三
、
一
五
四
、
六
一
〇
余
巻
三　
六
〇
五
、
五
二
、
五
七
〇
、
五
〇
、
四
〇
、
六
二
〇
、
五
五
二
、
一
〇
一
、
四
三
〇
、
一
八
三
、
二
六
四
、
三
九
〇
、
六
五
三
、
六
一
四
、
三
九
、
六
五
三
、
五
七
〇
、
八
〇
、
六
―　　―
新
収
資
料
紹
介
「
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
」
一
五
余
巻
四　
六
四
五
、
六
四
五
、
六
五
五
、
六
五
四
、
六
五
六
、
四
三
五
、
二
二
〇
、
六
五
四
、
三
六
二
、
二
六
〇
、
三
一
四
、
三
三
八
、
一
三
六
、
二
四
〇
余
巻
五　
六
四
五
、
六
四
三
、
二
〇
、
六
六
〇
、
六
五
五
、
六
五
八
、
六
六
〇
、
六
六
〇
、
四
二
五
、
二
三
四
、
三
六
一
、
二
六
五
、
六
五
七
、
一
九
〇
余
巻
六　
三
六
四
、
二
七
〇
、
六
六
〇
、
七
五
、
六
〇
四
、
六
六
〇
、
二
四
、
六
三
八
、
一
一
、
五
八
五
、
五
〇
、
五
八
五
、
二
一
、
六
三
〇
、
六
四
八
、
一
〇
四
余
巻
七　
六
四
〇
、
六
五
〇
、
六
〇
五
、
四
五
、
五
八
四
、
六
八
、
六
五
〇
、
六
五
〇
、
四
五
五
、
六
三
、
一
四
〇
、
四
九
〇
、
一
六
五
、
四
六
五
、
一
九
〇
、
二
四
五
、
七
五
余
巻
八　
六
四
四
、
六
五
五
、
六
五
四
、
六
五
四
、
六
五
四
、
四
四
一
、
一
三
八
、
七
五
、
一
七
五
、
四
七
八
、
一
五
〇
、
五
〇
〇
、
一
四
〇
余
　
一
紙
六
五
〇
ミ
リ
前
後
と
い
え
る
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
紙
の
長
短
が
甚
だ
し
い
。
全
巻
と
も
最
終
紙
は
巻
軸
部
分
の
測
定
が
む
ず
か
し
い
。
　
一
紙
一
○
○
ミ
リ
以
下
の
長
さ
の
も
の
が
二
三
枚
あ
る
。
特
に
一
○
ミ
リ
（
巻
一
）、
八
ミ
リ
（
巻
二
）、
一
一
ミ
リ
（
巻
六
）
と
き
わ
め
て
短
い
箇
所
が
あ
る
。
刷
り
の
状
態
に
つ
い
て
　
本
書
は
各
巻
末
の
刊
記
部
分
と
「
妙
法
連
華
経
」
の
経
文
本
文
と
の
印
刷
の
状
態
が
一
見
し
て
異
な
っ
て
い
る
。
刊
記
部
分
は
刻
字
が
明
瞭
で
、
墨
色
も
濃
い
。
こ
れ
に
反
し
、
経
文
本
文
の
刻
字
は
明
瞭
と
は
い
え
ず
、
全
体
に
わ
た
っ
て
真
横
に
版
木
の
断
裂
が
認
め
ら
れ
、
天
地
に
汚
染
が
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た
一
因
と
し
て
版
木
が
古
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
使
用
さ
れ
た
版
木
が
け
っ
し
て
良
い
状
態
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
刷
り
の
悪
い
個
所
が
あ
っ
た
り
、
う
ま
く
刷
れ
な
か
っ
た
の
で
や
り
直
し
を
し
て
、
紙
継
ぎ
を
し
た
部
分
が
目
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
も
容
易
に
推
定
さ
れ
る
。
　
巻
一
の
例

序
品
第
一
の
二
、
三
紙
目
―　　―
　
　
「
入
於
深
山　
思
惟
佛
道　
又
見
離
欲　
常
處
空
閑
」
の
一
行
は
二
枚
の
紙
の
継
ぎ
目
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
細
い
短
冊
状
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
上
に
印
刷
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

四
紙
目
は
一
〇
ミ
リ
の
幅
の
紙
に
「
佛
皆
同
一
字
号
日
月
燈
明
又
同
一
姓
姓
頗
羅
」
の
一
行
が
刷
ら
れ
前
後
の
行
と
の
字
間
が
平
均
よ
り
短
い
。

七
紙
目
、「
今
」「
疑
」「
究
」「
竟
」
の
字
形
が
不
十
分
な
状
態
で
刷
ら
れ
て
い
る
。

九
紙
目
、
最
初
の
「
過
去
諸
佛
以
無
量
」
の
文
字
が
、
続
く
「
無
数
方
便
種
種
因
縁
譬
喩
」
の
文
字
や
他
の
文
字
よ
り
字
形
が
大
き
い
。

一
〇
、
一
一
、
一
二
、
一
三
紙
目
は
互
い
に
高
さ
が
上
下
し
て
い
る
。

一
三
枚
目
の
文
字
は
字
が
滲
ん
だ
り
、
縮
ん
だ
り
し
て
読
み
づ
ら
い
。
　
全
体
と
し
て
、
本
書
は
一
度
で
刷
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
刷
り
な
お
し
、
料
紙
の
貼
り
な
お
し
が
何
度
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
若
干
の
考
察
　
本
書
は
、
兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
春
日
版
法
華
経
の
う
ち
、奈
良
県
興
福
寺
所
蔵
の
貞
和
五
年（
一
三
四
九
）
の
年
記
を
持
つ
観
妙
奥
書
本
法
華
経
に
字
高
、
行
間
が
近
似
し
て
い
る
。
観
妙
奥
書
本
は
総
持
版
の
覆
刻
別
版
で
、
総
持
版
の
覆
刻
は
室
町
時
代
に
四
種
の
別
版
が
あ
る
。
観
妙
本
と
同
版
の
版
式
初
出
の
現
存
版
は
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
開
版
本
で
、
こ
の
版
式
の
本
は
中
型
本
と
し
て
最
も
多
く
流
布
し
て
い
る
と
い
う
。
　
以
下
本
書
と
観
妙
奥
書
本
（
以
下
「
観
妙
本
」、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
蔵
の
写
真
版
を
参
照
）
を
比
較
し
て
両
書
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

観
妙
本
の
方
が
字
の
線
が
明
確
に
出
て
お
り
、
本
書
は
全
体
に
字
の
線
が
細
い
。

両
書
と
も
字
体
は
似
て
い
る
と
言
え
る
が
、
同
じ
で
は
な
い
。

本
書
は
所
々
で
字
が
ふ
や
け
た
よ
う
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
観
妙
本
は
字
の
大
き
さ
が
全
体
に
一
貫
し
て
い
る
。

字
の
並
び
具
合
が
特
徴
的
な
箇
所
で
両
書
で
よ
く
似
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
―　　―
新
収
資
料
紹
介
「
妙
法
蓮
華
経　
八
巻
」

調
巻
の
数
字
の
位
置
が
両
書
で
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

本
書
巻
一
の
九
紙
と
一
○
紙
の
間
に
あ
る
べ
き
「
言
辭
而
為
衆
生
演
説
諸
法
是
法
皆
為
一
佛
乗
」
か
ら
七
行
分
は
原
典
に
照
ら
し
て
み
て
一
二
紙
目
に
貼
り
ま
ち
が
え
ら
れ
て
い
る
。
観
妙
本
は
原
典
に
即
し
て
い
る
。

両
書
は
同
版
で
は
な
い
が
観
妙
本
と
同
一
系
統
の
本
を
覆
刻
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
本
書
の
刊
記
に
は
「
法
華
妙
典
之
板
木
堺
南
庄
石
屋
町
之
住
経
師
屋
有
之
石
部
神
三
良
永
清
」
と
あ
り
、
本
書
の
刊
行
者
は
石
部
神
三
良
永
清
と
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
「
経
師
屋
」
と
も
あ
る
が
、
経
師
屋
の
語
は
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
○
三
成
立
）
に
「
経
開
き
、
拵
え
、
綴
づ
る
家
、
印
刷
所
、
ま
た
は
本
屋
」
と
あ
り
、
印
刷
製
本
業
者
を
意
味
し
た
。
　
石
部
神
三
良
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
『
四
体
千
文
書
法
』
を
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
『
節
用
集
』
を
刊
行
し
た
石
部
了
冊
と
同
一
人
物
か
、
も
し
く
は
縁
戚
の
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
『
四
体
千
文
書
法
』
の
刊
記
に
「
此
板
泉
州
大
鳥
郡
堺
南
荘
有
石
屋
町
住
石
部
了
冊
入
道
新
刊
巧
極
妙
字
迫
真
奇
哉
時
天
正
二
年
六
月
吉
辰　
宿
蘆
齋
書
焉
（
印
「
瑞
超
」）
と
あ
り
、
同
じ
く
『
節
用
集
』
の
刊
記
に
「
右
此
板
木
者
泉
州
大
鳥
郡
堺
南
荘
石
屋
町
経
師
屋
有
是
石
部
了
冊
（
印
「
永
清
」）
于
時
天
正
十
八
年
（
庚
寅
）
履
端
吉
辰
」
と
あ
る
。
　
石
部
神
三
良
の
住
ん
だ
石
屋
町
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
の
『
念
仏
差
帳
』
に
出
る
町
名
で
中
之
町
中
浜
の
本
名
で
あ
っ
た
。
大
道
筋
を
隔
て
て
武
野
紹
鴎
等
が
住
ん
だ
舳
松
町
が
あ
っ
た
。
　
石
部
了
冊
は
『
節
用
集
』
の
刊
記
で
も
板
木
を
持
っ
て
い
た
と
あ
る
。
石
部
氏
は
開
版
事
業
に
志
を
寄
せ
た
一
族
で
、
同
じ
く
堺
の
住
民
で
『
医
書
大
全
』『
三
体
詩
』『
論
語
』
の
出
版
刊
行
に
か
か
わ
っ
た
阿
佐
井
野
氏
に
続
い
た
人
々
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

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